
●研究背景

●研究目的，概要

●実験結果 残留変形や残留ひび割れ幅において，PCaPCの
損傷低減性能を示す．

東日本大震災のような都市型地震災害に対して
多くの建物が継続使用できない状態に陥った．

●社会的貢献

建物の長寿命化を目指し，地震後の早期復旧・機能維
持に関する損傷制御型構造の研究を推し進める．

渡り廊下の損傷
（熊本地震2016）

梁の損傷
（熊本地震2016）

本研究は，一般社団法人長寿命建築システム普及推進協議
会による長寿命建築システム普及推進事業の一環として行われ
たものです。ここに謝意を表します。
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通常のRC造梁では
Rb＝1.0％時で残留
変形率50％程度を

示す．それに比べ
PCaPC造は非常に

小さい値を示して
おり，この結果は
地震後の機能維持
に繋がる．

残留ひび割れ幅が
0.2mm以下という

結果は，地震後に
おける修復の必要
性が無く，建物の
継続使用性を意味
するPCaPC造を用

いれば，高い損傷
制御構造の構築が
可能である．


